
テーマ；「誤嚥を防ぐポジショニングと食事と口腔ケア」 

日時：平成 28 年 10 月 9 日 10 時～12；30 講義+食事演習 

 13 時～16 時 30 分 演習+振り返り 

場所：新潟県立看護大学（上越市新南町２４０） 

北陸ではじめての POTT 研修会を開催することができました。同大学の老年看護学准教授原等子

先生（写真中央）を初め同大学教員、地域の専門看護師、認定看護師や病院のコアナースの方々

20 名余が、準備。なんと！POTT の事前研修会まで！ ・・・そして当日を迎えました！ 

これまでのプログラムは、摂食嚥下障害看護認定看護師がサポーターとして参加指導、スタッフ

ナースへそして次へと伝承するものでした。今回は、看護教員を中心とした伝承プログラム（さ

すが！）となり、新たな方式が生れました。演習では、ベッド上ポジショニング、車椅子シーテ

ィングを「基礎から」「少人数で」「体験的に学ぶ」という包括的徒弟式学習法（P/ベナー）の有

効性が検証できた感がありました。上越から POTT が拡がる予感！！！新たな伝承ルートです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 摂食・嚥下障害看護認定看護師の廣瀬さん（富山）、 

NST の佐藤医師と一緒に駆けつけて下さいました。 

 

                     

  

 

 

 

上越は、米、酒、カニも、 

ソバも美味しい！ 

翌日妙高高原の戻り道、

蕎麦をいただきました！ 

 


